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　われわれ1）はさき’に，oxarsan（oxopherlar§ine

hydrochloridum）がmyosin－B溶液の‘収縮’を

抑制すると同時にATPase　activj　tyをも抑制し，

両者の間に平行の関係があることを実証し，Kus－

chinsky等e）の説の正しくないことを指摘した。

　今回はさらに合成aC亡omyosin及び結晶myosi　n

について同じ価の砒素剤であるchlorasbl（dichlo－

rophenarsine　hydrochloridum）を用いて同様の追

試を行い，chloraso1もまたoxarsanと同様ac－

tomyosinのATPase　activityと‘収縮，とを同時

に抑制することを確かめた。ここにわれわれの行

った実験を報告しようと思う。

実験方法
A＞奥駿材料：

　myosin溶液＝8．O　mglcc，　O．3　mo1　KCI溶液，　A，　Szent－

Gy6rgyi氏法：T｝により分離したもの。

　acヒin溶液：8．O　mg／cc，0，4％NaHCO3溶液，　Straub

氏法りにより精’製したもの。

　ATP溶液：4．3×10　’：　mol，　Ba一塩をK一塩に置換して

用いな。A．［Szent－Gy6rgyi氏法3）による。

　bu促er溶液：Michaelis氏veronal－acetate　bu｛fer溶

］）　麦倉’：　木LI匹晃医誌　5，　175　（1951），

2）　Turba，　F，　＆，　Kwbehinsky，　G．：
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液，pH　6、5のもの。

　chloraso1？・容液：　13，4　mg！cc（14．6　x　10　tmo1），　chlorasol

は三共の製品を用い使用の都度新調し，K：OHでpHを6．5

に補正した。なおchloτasol注射液中にはクエン酸ソーダ，

無水炭酸ソーダを含むのでこれ等D相当量を対照としてと

った。

　AsCl，，

　OI－i

　ehlorasol

方法二

　As－O
O－NH．，Hcl

　占H

oxarsan（rnapharsol）

　B）　　　　chlorasolの濃度をかえてATPaseの阻害

曲線を求め，同時に超沈澱の抑制をみた。

　1）反応混液：myosin，　actin，　ATPの終濃度をそれ

ぞれ0．8mg！cc，　O．2　mg／cc，2」5＞〈　10一：　molとなるように

加え，chlorasolは原液の倍数稀釈したものをそれぞれ0．3

cc（終濃度：4、6×10”3mol～4，5x10　“mo1），　bu．fferは0・5

ccを用い，　O．2　moi　K：C1で反応混液の〔K：CI〕を0．1及び

0．6molに規正し，総最3．O　ccとした。

　2）ATPase測Lttt？去：（詳細は前報1）参照），　ATPを除い

た上記組成の反応混液を20。Cで10分閥温浴した後ATP

を加え，10分後に5％1・リクロール酷酸2．Occで反応を止

め，濾液についてその含有する逝離PをBodansky法で走

指した。

b’）　Szent－Gy6rgyi，　A．：　Chemistry　of　Mugcular　Con－

　　tvaetion　（1947）；　2nd　ed，　（1，9dFl）．

4）　Straub，　li”．　B．：　cit　3）．

o
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　　3）superprecipi㌻ationの判定法l　superprecipita－

tionの度合を次のように表示した（ATPageと璃〒して

superpreeipitationをみ．た場合はATP添加10分後に判
・定）。

　　一：ATP添加により透光度の増加はあるが‘収縮’に

対応するなん等の変化も示さないもの。

十：

十．ト：

i卦：

H什＝

．ATP添加によりcoarse　fl．occulateを生じたもの。

coarse　flocculateが沈澱を闇始したもの。

沈澱（‘収縮’）の過程にあるもの。

，収縮’を完了したもの。

実験’ ｬ績
　上記の：方．法で実験を行い，第1図に示すような成緻をえ

た。更にchlorasolによる超沈澱の・制抑状況を別に写真で

示した（第2図）。

　即ちmyosin　ATPase　acヒivityは，　chlorasolの2．3×

10一：；　molで100％阻害され，4．5×10一「l　molでその．阻害作

用が完全になくなり，阻害曲線は一家のそれと殆と等しい
（　　　　　　　CI）正｛＝　　　　　KI＋〔1〕）・また・…m・・…ATP…では・h1・ra－

solの4．6×10－t’；　molで80タ6阻害され同時にseuprpreci」

pitation・．も抑制される。　chlorasolの濃度が下るとともに
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Superprectpttetion

（一） （＋）

　　　　　　　T，”s　N，1o’u　，“io”s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ffol　’（Chlc，rEeoi）

　　　　Fig．　1．　Chloragol－inhibition　of　ATPase

　　　　　　　　　and　superprecipitatiQn．

　Reaction　mixture　：　3’．O　cc

　MyoSin：　O．8　mg！ce

　Actin：　O，2　mg／cc

　ATP：　2．15×10」：］mol

　Chlorasol：　4．6×10一：一一45×10r”mol　（10　min）

　Buffer：　pH　6．5，　（veronal－aeetate　buff’er）　O．5　cc

　Temperature：　200C，　（10min．）

　O一一〇　：　myosin　（O．6　mol　KCI）

　e一一e　：　actomyosin　（O．1　mol　KCI）

Ordinates　indicate　inhibition　gvadeH　．．　1　一　V一．enh．VOoi．’a＄r」1

ATPase　aetivityの抑制も滅じ，2．88×ユ0一｛molでその約

25％が抑制されるにすぎず同時にsuperPreeipitationも

見られるようになる。なおchloraso1の濃度が更に低下す

ればac．tomyosin　ATPaseはかえって少しくacしivateさ

れるような傾向を示す。

（1）

（II）

（III）

（IV）

F｛gt　Z．　E｛i’ect　of　chlo：．asol　on　supe：・”precipitation

　　　　　　　　　　of　Ac七〇myosin．

　　　　1）　45”　（after　addit．ion　of　ATP）

　　　II）　1’　（after　addition　of　ATP）

　　　III）　lt15”　（after　addition　oE　ATP）

　　　IV）　’1’4t）”　｛aftev　addition　of　ATP）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　continued　on
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continued　from

　　　The　apparent　delay　of　preeipitation　in

　　　　　tube　NQ．5　and　6　was　eaused　by

　　　　　　　retarded　addition　of　ATP．

Numbe，c！

（Tube）　1

　　　　　！

1
2
3
4
5
6
7

Chloraso1

2．3　×10一：｝mo1

5．70”　×10－4　mo1

1．44×10”’i　mo1

3．6　×10－5mo1

9　×10一〔；mol

　　　　o

　　　　o

AM ATP

十
十
十
十
十
十
十

Superpreei－

　pitatlon

一

十十一ト

→一一1．一一ト

十十十

十十十

一

　　［KCI）　：．　o，1　mol

　　Temperature：　200C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　　　　　　　　　　総括並びに考按

　さきにわれわれは，ox．arsanが．　myosin－BのATPase

activityを抑制すること，及び低塩濃度のactoMyosin－

gelのsuperpreeipitationをも抑制し，この際ac七〇鵬y－

03簸ATPase　activityの抑制との間には平行性があるこ

とを知った。

　今回われわれはAs．（III）のATP飢se及びsuperprecipi－

tabionに及ぼす作用を更に確かめるR的でoxarsanと同

様3価の砒素剤であるchlorasolを用い，　rnyo3in－Bの代

りに結晶1nyosin，及びそれとac七inとより合虞したac－

tomyosinを．用．いて上記の実験を行った。

　われわれの実1験威纐が示すよう1こchlorasolもまたOX－

arsanと全く同様の作用を持ち，　myosin及びactomyo－

si11のATPas．e』activi七yを抑・制し，　actomyosinのATP－

ase　ac七ivi七yの抑制と・平行してsuperprecipi七ationをも

抑えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　SH－reagentによるactomyosin　ATPaseの阻害とac－

tomyosinの．各種の反応．の抑’制との間には従来多くの平行

性がみられており，superpre．cipitati6n　l．こ関しても，

cupric　gl．yeinate，　salyrgan，　benzaldehyde，　adrenalin

等々のようにsuperprecipitationを抑制するものはいず．

れも酵素作用をも抑制している。

　もともとsuperprecipitati．onを定．量的に測定するこ．と

は困難で、従ってATPase　activityとの関．連を膨密に比較

定量．することは出莱．ないが，少なくともATPase　activity

のない場合にsuperprecipitation．の見られることはなか

った。　しかるにKuschinsky等はoxarsanがATPase

を損うことなくsuperprecipit．atio11を抑え，　superpre－

cipitationに伴なうATPase以外のATPの分解がある

ことを報告し，両．者の平行性を否定した。

　われわれの今回の成績．は，さきに行ったoxarsanの実

験とともにK：uschinsky等の説の正しくないことを一層

確かめる．とと1．こ，ATPase　aetivityと‘収縮，との平行性

の存在を更に強く支持するものであ．る、

結 論

　　1）chlorasolはmyosin及び合成actomyosin

のATPaseを阻害する．。．　「「．「一

　　2）chlorasolによるactomyosinの‘収縮’の．

抑制とATPase　acti▽itソの抑制との間には平行性

がみられる。

　　3）3価の砒素剤であるoxarsan及びchlora－

so1のATPase　activity及び‘収縮’に及ぼす作用

は全く同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口召禾029．7．22受f寸）

Summary

　　　The　effeets　of　chlorasol　（dichlorophenarisine　hydrochloridum）’on　A，TPase　activity　and

on　superprecipitation　were　studied．

　　　The　results　are　as　follows：

　　1）　Chlorasol　inhibits　ATPase　activity　of　both　myosin　and　actomyosin．

　　2）　There　is　an　intjmate　parcallelism　between　the　inhibition　of　ATPase　activity　and　that

of　superprcipitation　with　chloras61．

　　：）’）　The　effects　of　chlorasol　on　ATPase　activity　and　on　superprecipitation　are　identical

in　every　respect　with　oxarsan，　sifice　both　arsenic　derivates　are　tri－valent・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　July　22，　1954）


